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①  
プレハブ仮設・みなし

仮設の現在の支援状況 
 

仮設住宅は町内 5 ヶ所 1126 棟建設され、7 名の生活支援相談員で月～金で
訪問活動を実施。サロンの開催や他団体が開催するイベントのコーディネー

トも実施している。 
みなし仮設の 70歳以上の方がいる世帯に対し、健康調査をサポセンで実施。
ケース会議を実施し今後の支援のあり方を検討。 

コミュニティ形成にお

ける課題は？ 
仮設内に自治会を形成しなかったこともあり、当初、情報の伝達方法等につ

いて問題があったが、集会所に当初から町の臨時職員が常駐していたことも

あり情報や問題については早急に解決ができた。今後、仮設の空室がさらに

増えることで緩やかな見守りが出来なくなることが不安。 

②  
災害公営住宅また地域

への現在の支援状況

（自治会等への支援も

含む） 
 

生活支援相談員の定期的な訪問。 
周辺住民と入居者の交流を深めるためのサロン活動の立ち上げ、運営支援 
災害公営住宅および防災集団移転地となっている行政区の区長や民生委員等

を対象とした研修会の実施。 

コミュニティ形成にお

ける課題は？ 
入居が開始されている団地・・入居者同士の交流があまりない。既存町内会

との町内会活動におけるすり合わせ不足による不安やいらだち。 
入居が開始されていない団地・・行政区が大きくなることへの不安。 

③  
現在の主な支援内容

（①、②以外）	  

町内各所でのサロンづくり支援 

 
 
 

④  
今後の支援予定 
・次年度 
・課題 
 
 

仮設住宅・災害公営住宅への継続した訪問 
民生委員児童委員との同行訪問・情報交換 
災害公営住宅同士および周辺住民との交流・顔合わせ会の実施 
大規模行政区（災害公営住宅等受け入れ行政区）への支援 
＊住民の大移動が行われるため、スムーズな支援が継続できるか、また、関

わり方、人数の不足など不安がある。 

 
 
今まで・これからの協力関係について（社協	 ⇔	 ＮＰＯ）※希望・期待も含め 
 

 

 

 



情報報告共有シート（社協）  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 団体名：亘理町社会福祉協議会 
地域概要（発災から現在の地域状況。仮設住宅の入居状況、災害公営住宅の進捗 etc） 
震度 6弱	 町民の死者数（関連死・認定死亡含み）306人	 総被害棟数	 6,221棟 
町の約 48％が津波により浸水 
避難所	 3月～7月まで	 延べ 173,541人 
＊災害ボランティアセンター	 3月 19日～8月 12日まで活動。 
 
仮設住宅 4月 29日より入居開始。7月 8日入居完了。5ヶ所 1,126棟整備 
最大 1,035世帯	 3,331人が入居 
現在（1月末）	 532戸入居	 464世帯	 1,307名	 入居率 45％ 
＊亘理ささえあいセンター「ほっと」9月 1日～現在。 
生活支援相談員 7名	 復興支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 3名 
 
災害公営住宅 
荒浜西木倉住宅（集合）H26.10～入居開始	 100戸中	 入居 39件 
南河原公営住宅（戸建て）H26.10～入居開始	 1戸中	 １戸 
大谷地公営住宅（戸建て）H26.10～入居開始	 10戸中	 9戸 
荒浜中野住宅（戸建て）H26.12～入居開始	 28戸中	 入居 25件 
上浜街道住宅（戸建て）H27.3~入居開始予定	 40戸 
江下公営住宅（戸建て）H27.4～入居開始予定	 17戸 
 
整備中・入居予定 
H27.6	 上浜街道（集合）125戸	 下茨田南（集合）125戸 
H27.8	 吉田大谷地（集合）30戸	 	 	 	  
 
防災集団移転	 すべて引渡し済 
上塚	 	 4戸 
荒浜中野	 32戸 
南河原	 24戸 
舟入北	 40戸 
大谷地	 7戸 
亘理江下	 110戸 
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